


同調圧力に負けないで！！
　5月24日、東京では高齢者の集団予防接種

がはじまりました。勇気ある高齢者が未知の

ワクチン接種をすることに敬意を表しながら

も、そのことが若い人達への「同調圧力」にな

るのではと心配になります。

　mRNAワクチンだろうが、DNAワクチンだろ

うが、どれくらいの期間で代謝されるのか、そ

れが我々の遺伝子にどのように作用するの

か全く分からないからです。「不妊」の可能性

を指摘する人も複数います。接種直後に数

百人の方が既に亡くなっていますが、数年後

十数年後の副反応が本当は怖いのです。

 もしかしたら、このワクチンは変異種のコロ

ナウィルスに弱いかも知れないし、このワク

チンそのものが新しい変異種を生み出す要

因になるかも知れないのです。

　920 Women Lose The Unborn Babies After 

Getting Vaccinatedというイギリスからの情報

が恐ろしい。６月議会でも取り上げましたが、

　イギリスではワクチンを接種して、920人の

お母さんがおなかの中の赤ちゃんを失ってい

ます。アメリカでは395人のお母さんが赤ちゃ

んを失っています。以前からこのワクチンが

胎盤形成に必要なシンチシンというタンパク

質形成に影響を与える可能性があるという

指摘をしている科学者がいました。デマでは

ありません。可能性を言っていたのです。　

それなのに、日本では「中高生に集団接種」

というところまで出てきました。

　冗談じゃないぞ！！不妊の可能性が彼方

此方で指摘されているのに・・・。そんなワク

チンを未来ある子ども達に打たせていい訳が

ない。ワクチン接種があくまでも「希望者」と

いうのなら、テレビで呼びかけることも、新聞

で呼びかけることもやめて欲しいものです。

あれは製薬会社のコマーシャル以外の何物

でもありません。製薬会社とその株主はぼろ

儲けするでしょうが、打った人たちの体はボ

ロボロになる可能性があるのですから・・・。

　特に未来ある子どもたちには打ってほしく

ありません。若い人達にはワクチンのリスク

の方が高いのですから・・・・・。

　

　

　

　

　

　

　

若い先生達へのメッセージ！！

　これだけ世の中が不安定で、不安を抱えた

大人が多くなれば、子ども達はもっともっと不

安定になってあたりまです。

　荒れる子もいるし、空腹な子だっています。

そういう子がいたら、愛情をたっぷり注いで、

一緒に悩んで、一緒に考えて、一緒に成長す

るのが教師の仕事だって、僕は思って生きて

きました。きっと僕の先生や僕が尊敬する先

輩達も、そうだったと思います。

　決して、誰も排除しない・・・それが教育であ

り、それが学校だ・・・僕はそう習いました。

　だから、誰でもわかるような授業も考えてき

たし、分からない子がいたら、分かるまで教

えようとしてきました。

　それが今の学校は子ども達が何を悩んで

いても、どんなに学習が遅れていても、“そん

なの関係ねえ！”って大量の課題出します。

課題を忘れると“そんなの関係ねえ！”再登

校は許さない、それがルールだ！ ”と評価を

下げていきます。

　僕はそのルールに大いに疑問を感じていま

す。学校の細かいルールは誰の為にあるの

か？という疑問です。学校の決まりは子ども

達を守る為にあるべきです。

　子ども達の人権を守る為に、子ども達の学

習権を守る為にあるルールなら、何の文句も

ありません。でも、それが熱意も授業力もな

い教師達を守る為のものだったら・・・・・・・・・

1つも必要ありません。

　今の時代、教師という仕事に魅力を感じる

人は少ないかも知れません。どんなに働いで

も残業代がでることはありません。子ども達

の為にと、時間をオーバーして学校に残れば

「週に45時間を守れ！」「働き方改革だ！」と

管理職に怒られます。おまけに今はITの知

識がないと、授業そのものが成り立たなくな

ってきています。

　それでも目の前で子ども達が変化していく

のを見守ることができるのですから、堪らな

い仕事だと僕は思うのです。子ども達を守る

為の「学校のルール」をつくっていくことが今

を生きる先生達の仕事だと思います。


